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歓声を上げて海へと駆け出す園児たち

伊万里海洋少年団の手旗信号

7.1

イマリンビーチ海開き

きれいな海で楽しく安全に遊ぼう

イマリンビーチで海開きがありました。地元福田区による

安全祈願の神事のあと、伊万里海洋少年団の手旗信号やシー

バード伊万里による救助訓練が披露されました。続いての

初泳ぎでは、今か今かと待ち構えていた地元の幼稚園と保

育園の園児たちが一斉に海に入って水遊び。稚エビやカサ

ゴの稚魚の放流も体験し、楽しい夏の日を過ごしました。

カサゴの稚魚を放流中
シーバード伊万里による
救助訓練

きれいな海と砂浜のイマリン
ビーチ

↑３択クイズを交えて楽しく学ぶことができました↑｢ 地域に喜ばれる活動を続けたい ｣と話す会員の皆さん

伊万里有田法人会が地域社会貢献活動の一環として、伊

万里有田共立病院にリクライニングチェアー１台を寄贈

しました。現場の要望を聞いて選定され、従来の車椅子と

比べ、患者の搬送や点滴などをスムーズに行うことができ

ます。当会はこれまでにも、市へ血圧計や車椅子を寄贈

するなど、積極的に地域貢献活動に取り組まれています。

伊万里有田法人会が伊万里有田共立病院に寄贈

ふるさとを元気にする活動を続けます

市内の小・中学校と黒川幼稚園で、ＪＡ伊万里の生産者

部会が提供した地元産のきゅうりとアスパラガスを使っ

た給食がありました。給食の前に、波多津小学校では食

育学習として、生産者などによる講話が行われました。

児童たちはきゅうりやアスパラガスの栽培方法などの話

を興味深く聞き、身近な野菜への理解を深めていました。

ＪＡ伊万里の生産者部会が食材提供と食育学習

地元の野菜を知っておいしく食べて

82018.8広報伊万里



み ん な の 広 場

7.16

みなみ保育園『防火七夕』

短冊に『火の用心』の願いを込めて

七夕の日を前に、幼少期から防火意識を高めてもらおう

と、伊万里消防署で、みなみ保育園の園児による『防火

七夕』がありました。消防署員やマスコットキャラクター

のキュートくんの前で「火遊びは絶対にしません」と約

束した園児たち。保育士や署員に手伝ってもらいながら、

火の用心の願いを込めて作った短冊を飾り付けました。

7.2

真剣な表情で短冊を飾り付ける園児

↑洋上風力発電についての公開講座の様子

佐賀大学海洋エネルギー研究センター施設見学会

環境にやさしい海洋エネルギーを知ろう

海洋温度差発電の模型で発電の仕組みの説明を受け、興味
を示す少年

佐賀大学海洋エネルギー研究センター伊万里サテライト

で施設見学会がありました。洋上風力発電や海洋温度差発

電についての公開講座や、波力発電の模型を使っての発電

実験など、海洋エネルギーについての研究の成果が楽し

く学べるとあって、親子連れなど多くの人たちが訪れま

した。水素で走る燃料電池自動車の試乗会もありました。

7.14

↑エンジン始動の合図を待つ警察などの車両

7.13

↑短冊には火の用心の他に
自分の願いも書きました

多々良海岸や小島公園、楠久津公園などの伊万里湾周辺で

伊万里湾岸清掃がありました。これは、伊万里湾内の環

境保全を図ろうと、子ども会やスポーツ少年団、企業など

が６月から８月にかけて清掃活動を行ったものです。７

月 16日の海の日には炎天下の中、８団体約 130 人が参

加し、２時間程度の活動で370㎏のごみを回収しました。

伊万里湾岸清掃

いつまでも美しいふるさとの海を

↑隅々までごみを探して拾う参加者

飲酒運転の撲滅を図るため、『飲酒運転撲滅一斉包囲網』

の出発式が伊万里駅前公園でありました。これは、夏の交

通安全県民運動の一環として、市交通対策協議会が実施

したものです。公園内には、警察車両や各地区・町交通

対策協議会の広報車両がズラリ。合図とともに一斉にエン

ジンを始動させ、市内各地での広報活動に出発しました。

『飲酒運転撲滅一斉包囲網』出発式

総力を挙げて飲酒運転を撲滅します

↑キュートくんが短冊を読
んで感心しています
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